
ま
ず
、
私
を
紹
介
し
ま
す
。
一
九
五
四
年
一
〇
月
一
七
日
長
崎
市
で
生
ま
れ
、
市

内
の
高
校
を
卒
業
後
長
崎
市
役
所
に
入
り
、
平
成
一
六
年
四
月
よ
り
一
年
間
「
さ
る

く
博
事
務
局
勤
務
」。
趣
味
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
す
。

さ
て
、「
長
崎
さ
る
く
博
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

水
辺
の
森
公
園
に
長
崎
県
美
術
館
が
今
年
四
月
に
完
成
、
今
秋
に
は
立
山
町
に
、

大
型
施
設
の
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
が
開
館
予
定
で
す
。

ま
た
、
来
年
三
月
に
は
出
島
復
元
第
二
期
工
事
で
史
跡
出
島
和
蘭
商
館
跡
に
は
商

館
長
の
居
宅
兼
執
務
室
で
あ
る
カ
ピ
タ
ン
部
屋
、
水
門
等
が
で
き
、
日
本
有
数
の
斜

張
橋
で
あ
る
女
神
大
橋
な
ど
の
大
型
事
業
が
完
成
予
定
で
す
。
そ
し
て
長
崎
の
町
が

大
き
く
変
わ
る
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
平
成
二
年
開
催
さ
れ
た
旅
博
覧
会
以
降
、
低
迷
を
続
け
る
長
崎
の
観
光

産
業
を
飛
躍
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
日
本
で
は
じ
め
て
の
ま
ち
歩
き
博
覧
会

と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
四
月
一
日
か
ら
十
月
二
十
九
日
ま
で
の
七
ヶ
月
間
に
「
長
崎

さ
る
く
博
」
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
ま
で
の
観
光
形
態
は
、
長
崎
だ
っ
た
ら
平
和

公
園
に
行
っ
た
後
、
眼
鏡
橋
や
グ
ラ
バ
ー
園
へ
行

く
な
ど
観
光
地
の
定
番
コ
ー
ス
を
物
見
遊
山
的
に

団
体
で
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
旅
行
形

態
は
、
町
な
か
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
、
数
人

で
楽
し
む
形
態
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、「
長
崎
さ
る
く
博
」
は
パ
ビ
リ
オ
ン
形
式
の

作
ら
れ
た
箱
物
博
覧
会
で
は
な
く
、
長
崎
の
歴
史

や
文
化
を
体
感
し
な
が
ら
、
町
あ
る
き
の
中
で
地

元
の
人
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

ソ
フ
ト
型
博
覧
会
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
伝

統
工
芸
等
の
道
具
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
店
舗
に
展

示
し
、
観
て
も
ら
う
「
さ
る
く
見
聞
館
」
や
、
ま
ち
歩
き
の
途
中
で
休
憩
と
コ
ー
ス

の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
「
さ
る
く
茶
屋
」
を
設
置
し
、
地
域
の
情
報
や
コ
ー

ス
地
図
も
自
由
に
手
に
取
っ
て
戴
く
。
更
に
地
元
の
人
達
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き

る
「
さ
る
く
ホ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
。
そ
し
て
「
長
崎
さ
る
く
博
」
の
情

報
提
供
の
場
と
し
て
「
さ
る
く
ガ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
も
市
内
に
設
置
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

「
長
崎
さ
る
く
博
」
の
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る
二
十
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
グ
ラ
バ
ー
園
内
の
、
オ
ル
ト
邸
の
屋
内
で
は
洋
食
、

前
庭
で
は
ビ
ア
・
ガ
ー
デ
ン
、
園
内
で
は
音
楽
祭
や
演
劇
が
行
わ
れ
ま
す
。
出
島
内

で
も
芝
居
や
大
宴
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
グ
ラ
バ
ー
園
に
は
、
グ
ラ

バ
ー
さ
ん
や
レ
ト
ロ
調
の
貴
婦
人
が
い
た
り
、
出
島
で
は
、
カ
ピ
タ
ン
や
長
崎
奉
行
、

門
番
等
、
往
時
の
服
装
を
し
た
者
が
観
光
客
と
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
長
崎
港
を
見
下
ろ
す
稲
佐
山
で
も
、
夏
場
ビ
ア
・
ガ
ー
デ
ン
や
夜

市
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
長
崎
さ
る
く
博
」
は
、
二
〇
〇
六
年
の
本
開
催
に
向
け
て
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ

プ
・
ジ
ャ
ン
プ
の
三
段
階
に
分
け
、
昨
年
は
、
ホ
ッ
プ
の
段
階
を
終
え
ま
し
た
。
そ

し
て
今
年
は
、
ス
テ
ッ
プ
の
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
企
画
内
容
も
さ
ら
に
充
実
し
、

参
加
者
が
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
自
由
気
ま
ま
に
散
策
す
る
「
長
崎
遊
さ
る
く
」
や
、

さ
る
く
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
「
長
崎
通
さ
る
く
」
は
、
南
山
手
・
丸
山
・
寺
町
・
中

島
川
及
び
桜
馬
場
・
新
大
工
町
方
面
の
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス
に
加
え
、
東
山
手
・
二
十

六
聖
人
・
出
島
ワ
ー
フ
・
鳴
滝
・
稲
佐
・
唐
人
屋
敷
・
東
長
崎
・
浦
上
・
外
海
な
ど

一
五
コ
ー
ス
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ま
ち
歩
き
一
五
コ
ー
ス
（
ガ
イ
ド
付
の
「
通
さ
る
く
」）
の
面
白
い
と
こ
ろ

は
、
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
隠
れ
た
事
柄
を
、
歩
き
な
が
ら
二
時
間
か
け
て
ガ
イ

ド
さ
ん
が
丁
寧
に
説
明
し
て
下
さ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

さ
る
く
コ
ー
ス
の
ほ
か
に
も
太
極
拳
や
胡
弓
・
カ
ス
テ
ラ
・
名
刺
・
包
丁
づ
く
り

を
体
験
す
る
「
長
崎
体
験
」
も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
崎
な
ら
で
は
の
歴
史
等
を
深
く
学
ぶ
「
学
さ
る
く
」
の
中
に
は
、
昨

年
も
好
評
だ
っ
た
料
亭
で
卓
袱

し
っ
ぽ
く

料
理
を
食
べ
な
が
ら
遊
ぶ
「
お
座
敷
体
験
」、
唐
人

屋
敷
の
ま
ち
を
歩
き
、
昔
の
唐
人
さ
ん
達
が
食
べ
て
い
た
料
理
を
食
べ
る
な
ど
「
食

文
化
コ
ー
ス
」、
今
年
は
「
タ
ー
フ
ル
料
理
と
オ
ラ
ン
ダ
万
才
を
楽
し
む
」
コ
ー
ス

も
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

「
長
崎
さ
る
く
博
」
の
特
徴
は
、
三
ヵ
年
に
わ
た
る
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
る
こ
と
な

く
、
二
〇
〇
七
年
以
降
も
色
々
な
催
し
物
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
で
長
期
的
な
長
崎
の

観
光
振
興
に
繋
が
り
、
途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
検
討
を
重
ね
な
が
ら
民
と
官
が

一
体
と
な
り
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
一
過
性
で
は
な
く
、
継
続
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
三
種
類
の
「
さ
る
く
」（
遊
さ
る
く
・
通
さ
る
く
・
学
さ
る
く
）
を
実

施
し
な
が
ら
、
参
加
す
る
市
民
の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
市
内
の
至
る
所
は
、
例
え
ば
さ
る

く
コ
ー
ス
と
な
る
た
め
町
の
人
々
も
観
光
客
を
迎
え
よ
う
と
家
の
前
を
掃
除
し
た

り
、
花
を
飾
っ
た
り
と
い
っ
た
、
し
ぜ
ん
に
も
て
な
し
の
気
持
ち
が
地
域
に
根
づ
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
市
民
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、
今
年
七
月
か
ら
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

に
一
度
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、「
長
崎
さ
る
く
博
」
の
こ
と
が
も
っ
と
理
解
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
よ
り
関
わ
り
た
い
方
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
交
渉
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
な
ど
を
す
る
市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
、
ま
ち
歩
き
「
通
さ
る
く
」

で
案
内
す
る
さ
る
く
ガ
イ
ド
、
そ
の
時
に
事
故
が
な
い
よ
う
車
等
に
気
を
配
る
さ
る

く
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
参
加
さ
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

三
五
〇
人
を
目
指
し
て
い
る
ガ
イ
ド
の
数
は
、
五
月
末
現
在
、
約
二
〇
〇
人
。
ま

だ
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
さ
る
く
博
事
務
局
1

〇
九
五
｜
八
三
二
｜
二
〇
三
六
に
連
絡
し
、
登
録
し
た
後
に
用
意
し
た
研
修
を
受
け

れ
ば
、
ガ
イ
ド
や
サ
ポ
ー
タ
ー
は
実
際
に
活
動
が
で
き
ま
す
。

な
ん
と
言
っ
て
も
、
ま
ず
参
加
し
て
み
な
い
と
「
長
崎
さ
る
く
博
」
の
良
さ
は
わ

か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
よ
か
っ
た
楽
し
か
っ
た
と
い
う

の
は
、
請
け
合
い
で
す
。

（
今
年
の
「
通
さ
る
く
」「
学
さ
る
く
」「
長
崎
体
験
」
の
申
し
込
み
は
、
1
〇
九

五
｜
八
一
一
｜
〇
三
六
九
）

「
長
崎
さ
る
く
博
」
の
全
部
が
わ
か
る
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
十
月
初
旬
に
完
成

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

｜
｜
｜
｜
｜
｜

○
六
月
一
日
と
言
え
ば
先
づ
「
衣
更

こ
ろ
も
が
え

」、
長
崎
の
人
達
は
「
小
屋
入
り
」
と
言
い
、

今
年
度
の
「
長
崎
ク
ン
チ
」
は
此
の
日
よ
り
始
ま
る
と
言
う
。
此
の
日
は
踊
町
・

年
番
町
は
早
朝
よ
り
幕
を
張
り
、
遠
く
よ
り
「
シ
ャ
ギ
リ
の
音
」
が
き
こ
え
、

「
確
か
に
、
の
ど
か
な
長
崎
ら
し
い
一
日
」
で
あ
っ
た
。

○
先
月
（
五
月
）
二
十
日
の
夕
方
、「
長
崎
中
国
総
領
事
館
開
設
二
十
周
年
記
念
式

典
」
に
招
か
れ
た
。
今
回
は
私
も
、
や
や
緊
張
し
て
出
か
け
た
が
、
会
が
進
む
に

つ
れ
次
第
に
和
や
か
さ
が
増
し
、
さ
す
が
長
崎
と
中
国
の
人
達
と
の
関
係
は
歴
史

的
な
親
し
み
が
あ
る
事
を
実
感
し
て
帰
っ
た
。

○
最
近
は
中
学
生
の
修
学
旅
行
生
が
十
二
、
三
人
の
グ
ル
ー
プ
で
色
々
と
設
問
を
用

意
し
て
来
訪
す
る
事
が
多
く
な
っ
た
。
質
問
第
一
は
長
崎
方
言
の
事
。
第
二
は
出

島
の
事
。
第
三
は
「
チ
ャ
ン
ポ
ン
は
何
処
が
一
番
う
ま
い
で
す
か
」
と
い
う
。
事

務
局
上
田
女
史
こ
の
第
三
問
に
は
い
つ
も
笑
い
な
が
ら
も
困
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

○
通
勤
時
間
外
の
電
車
・
バ
ス
に
乗
る
と
其
の
乗
客
の
大
半
は
私
を
ふ
く
め
七
十
才

台
の
老
人
が
多
い
。
さ
て
、
こ
れ
か
ら
先
の
年
金
問
題
。
出
生
率
の
低
下
と
何
に
彼

に
つ
け
て
此
等
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
物
が
多
い
昨
今
で
、
少
し
さ
び
し
い
。

○
今
月
も
す
ば
ら
し
い
本
を
二
冊
い
た
だ
い
た
。

一
つ
は
県
立
図
書
館
の
本
馬
貞
夫
先
生
が
中
心
に
な
ら
れ
て
編
纂
さ
れ
た
「
長
崎

奉
行
所
　
分
類
雑
戴
」
で
、
そ
の
内
容
は
幕
末
の
長
崎
奉
行
所
に
お
け
る
各
役
職

の
仕
事
内
容
を
詳
記
し
た
も
の
で
、
先
に
出
版
さ
れ
た
「
長
崎
代
官
手
代
帳
」、

「
唐
方
諸
向
仕
役
留
」
と
共
に
座
右
に
お
か
れ
る
と
よ
り
一
層
活
用
で
き
る
一
級

資
料
で
あ
る
。

第
二
は
郷
土
出
身
の
喜
多
迅
鷹

と
し
た
か

氏
が
長
崎
新
聞
社
よ
り
出
刷
さ
れ
た
「
ス
ケ
ッ
チ

ふ
る
さ
と
長
崎
」
で
あ
る
。
喜
多
さ
ん
は
知
る
人
も
多
く
紹
介
す
る
必
要
も
な
い

が
、
今
回
の
ス
ケ
ッ
チ
集
を
見
て
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
夢
の
長
崎
に
引
き
こ

ま
れ
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
し
ま
う
。（
二
、
五
〇
〇
円
）

風
信

二
七
五
号

平
成
十
七
年
六
月
二
十
日

「
長
崎
さ
る
く
博
’06
」

大
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平
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